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第４次たかまつ男女共同参画プラン令和元年度実績報告の概要 

 

１ 第４次たかまつ男女共同参画プランで設定した目標値の達成状況 

第４次たかまつ男女共同参画プラン（以下「第４次プラン」という。）に掲げる３つの基

本目標の進捗状況を測るために設定した成果指標について、令和元年度の達成状況を取り

まとめました。 

 

項   目 

評価項目 
評価Ａ達成項目（％） 

（実績値把握項目に対

する割合） 項目 
元年度実績値

把握項目 

【基本目標 Ⅰ】 

男女が互いに理解し合う社 

会づくり 

７ ７ ３（４２．９％） 

【基本目標 Ⅱ】 

 男女が共に活躍する社会
づくり 

３６ ３５ １２（３４．３％） 

【基本目標 Ⅲ】 

男女が共に安心できる社会
づくり 

７ ７ ２（２８．６％） 

    合  計（５０項目） ５０ ４９ １７（３４．７％） 

   ※実績値の把握できなかった項目：市職員の男女の職域（目標：拡大） 

 

目標値を設定した５０項目の成果指標のうち、具体的な評価・実績値がないため、デー

タ把握ができなかった１項目を除く４９項目のうち、評価Ａを達成した項目は、１７項目

（３４．７％）でした。 

また、目標値を設定した５０項目の成果指標のうち、意識調査（アンケート調査）によ

る把握項目２８項目において、評価Ａを達成した項目は、４項目（１４．３％）でした。 

 

＜評価基準＞ 

   達成率 ８６％以上「Ａ」、７１％以上８６％未満「Ｂ」 

       ５６％以上７１％未満「Ｃ」、５６％未満「Ｄ」 

       具体的な実績値等がないため評価ができないもの「－」 
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２ 基本目標別の状況 

 第４次プランに掲げる各基本目標における、主な成果指標及び事業の取組状況について取

りまとめました。なお、第４次プランの計画期間延長に伴い、令和２年度における目標値を

再設定し、評価及び達成率を算出していますが、平成３０年度については、再設定前である

令和元年度における目標値により算出した評価及び達成率となっています。 

（１） 基本目標Ⅰ：男女が互いに理解し合う社会づくり 

① 達成率の高い主な指標 

担当課：人権啓発課  

 

【主な事業取組状況】 

施策 人権意識を醸成する啓発活動の推進 

主な取組 人権週間、男女共同参画週間等における啓発活動 

内容 

男女共同参画週間の推進にかかる講座や研修を行うとともに、性同一

性障害など性的少数者であることを理由とする偏見や差別の解消に向

けた啓発活動に取り組む。 

 

平成 30 年度

実績 

①男女共同参画週間行事等参加者数 ９５１人 

記念講演会、パネル展及び啓発グッズの配布、女性弁護士による法律

講座・相談の実施 

②ＬＧＢＴ講演会の開催 参加者数 １６０人 

出張講座・パネル展を市内 4 か所のコミュニティセンターで実施 

市職員（管理職）と当事者との意見交換会の開催、ポスター作成、申

請書の性別欄の削除等 

令和元年度

実績 

① 男女共同参画週間行事等参加者数 １，２５０人 

パネル展及び啓発グッズの配布、女性弁護士による法律講座・相談の

実施 

②ＬＧＢＴ講演会の開催 参加者数 １５０人 

出張講座・パネル展を市内 4 か所のコミュニティセンターで実施 

市職員（係長級）と当事者との意見交換会の開催、ポスター・パンフ

レット作成 

担当課 男女共同参画・協働推進課 

 

 

指標名 人権啓発事業等参加者数 

基準値(H26) 11,895 人 実績値（H30） 13,174 人 評価 Ａ 達成率 133.3% 

目標値(R2) 13,400 人 実績値（R1） 15,136 人 評価 Ａ 達成率 269.2%% 
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（２） 基本目標Ⅱ：男女が共に活躍する社会づくり 

① 達成率の高い主な指標 

担当課：人事課 

 

担当課：子育て支援課 

 

② 達成率の低い主な指標（取組強化が必要な項目） 

担当課：男女共同参画・協働推進課 

 

担当課：こども園総務課、こども園運営課 

 

担当課：コミュニティ推進課 

指標名 市職員の女性管理職の割合 

基準値(H26) 16.9% 実績値（H30） 21.9% 評価 Ｂ 達成率 82.3% 

目標値(R2) 26.0% 実績値（R1） 23.2% 評価 Ａ 達成率 86.5% 

指標名 病児保育事業の実施箇所数 

基準値(H26) 5 か所 実績値（H30） 5 か所 評価 Ｄ 達成率 0.0% 

目標値(R2) 6 か所 実績値（R1） 6 か所 評価 Ａ 達成率 125.0% 

指標名 審議会等における女性委員の割合 

基準値(H26) 38.0% 実績値（H30） 39.4% 評価 Ⅾ 達成率 46.7% 

目標値(R2) 42.0% 実績値（R1） 39.4% 評価 Ⅾ 達成率 43.8% 

達成度が低

い理由 

もともと女性の割合が少ない団体への推薦依頼や女性が参画しや

すい環境が整っていない分野があることが考えられる。 

指標名 保育施設等待機児童数 

基準値(H26) 129 人 実績値（H30） 62 人 評価 Ｃ 達成率 69.3% 

目標値(R2) 0 人 実績値（R1） 77 人 評価 Ｄ 達成率 50.4% 

達成度が低

い理由 

保育施設等の受け皿確保に取り組んでいるところであるが、共働き

世帯の増加等による申込児童数の増加や、保育士不足等により、目

標を達成できなかった。 

指標名 地域コミュニティ協議会における正副会長のうち女性の割合 

基準値(H26) 18.8% 実績値（H30） 21.3% 評価 Ｄ 達成率 20.6% 

目標値(R2) 35.0% 実績値（R1） 18.7% 評価 Ｄ 達成率 △0.8% 

達成度が低

い理由 

地域コミュニティ協議会を構成する各種団体の正副会長における

女性の割合は、年々増加傾向にあったが、前年度に比べ減少してい

る。経験年数等により、各地域コミュニティ協議会における正副会

長への女性の登用までには至っていないと考えられる。 
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【主な事業取組状況】 

施策 農業経営への女性参画促進 

主な取組 家族経営協定の締結促進 

内容 

女性農業者の確保・育成と活躍促進を図るため、東讃農業改良普及セ

ンターと連携し、家族経営協定の締結に向け、認定農業者等への働き

かけを行う。 

平成 30 年度

実績 
新規締結：３件 

令和元年度

実績 
新規締結：４件 

担当課 農林水産課、農業委員会事務局 

 

施策 地域における子育て支援の充実 

主な取組 放課後児童クラブ等の実施 

内容 

①放課後児童クラブ事業 保護者が就労等により、昼間、家庭にいな

い小学校に就学している児童に対して、小学校の余裕教室、児童館等

を利用して、適切な遊び及び生活の場を与えて、その健全な育成を図

る。また、学童保育を実施する社会福祉法人等に対して支援する。 

②放課後子ども教室事業 地域の方々の協力を得ながら、放課後等に

子どもたちの安心安全な活動場所を確保し、学習や様々な体験・交流

活動の機会を提供することにより、その健全な育成を図る。 

平成 30 年度

実績 

① 直営施設では２教室増加し、民間施設では２教室が開設された。 

・放課後児童クラブ数 

公設公営 ４５か所・９７教室 

  公設民営（委託） １か所・２教室 

民設民営 １６か所・１６教室 

②１教室が休会したことにより、実施校区数が３３小学校区となった。 

 ・放課後子ども教室数 ３３教室 

令和元年度

実績 

①直営施設では４教室増加し、民間施設では５教室が開設された。 

・放課後児童クラブ数 

公設公営 ４５か所・１０１教室 

  公設民営（委託） １か所・２教室 

  民設民営 ２１か所・２１教室 

②前年度から１校区増となった。 

・放課後子ども教室数 ３４教室 

担当課 子育て支援課 
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施策 柔軟な働き方の推進 

主な取組 夏の生活スタイル変革、フレックスタイム制度の導入検討 

内容 ７月・８月にゆう活（朝型勤務）を全庁的に実施する。 

平成 30 年度実績 ７・８月で５４２人（５６課）が実施した。 

令和元年度

実績 

７・８月で４７０人（６３課）が実施した。 

令和元年度より「ゆう活年休」として夕方１時間の年休取得を促進す

ることとし、１０６人が取得した。 

担当課 人事課 

 

（３）基本目標Ⅲ：男女が共に安心できる社会づくり 

① 達成率の高い主な指標 

担当課：健康づくり推進課 

 

② 達成率の低い主な指標（取組強化が必要な項目） 

担当課：危機管理課 

 

【主な事業取組状況】 

施策 防災現場での男女共同参画の推進 

主な取組 女性消防団員等による応急手当普及啓発事業の実施 

内容 
本市女性消防団員が市民に対し、定期的に応急手当普及啓発活動を行

い、女性の視点から救命の大切さをアピールする。 

平成 30 年度

実績 

本市女性消防団員による応急手当の講習を実施した。 

普通救命講習 ２２回 女性消防団員動員数延べ４４人 

救急実技指導等 ７３回 女性消防団員動員数延べ１７４人 

令和元年度

実績 

本市女性消防団員による応急手当の講習を実施した。 

普通救命講習 ３２回 女性消防団員動員数延べ６８人 

救急実技指導 ４７回 女性消防団員動員数延べ１２６人 

担当課 消防局総務課 

指標名 妊婦歯科健康診査受診率 

基準値(H26) 41.0% 実績値（H30） 47.5% 評価 Ａ 達成率 96.3% 

目標値(R2) 50.0% 実績値（R1） 47.5% 評価 Ａ 達成率 90.3% 

指標名 高松市防災会議における女性委員の割合 

基準値(H26) 6.0% 実績値（H30） 8.0% 評価 Ｄ 達成率 19.0% 

目標値(R2) 20.0% 実績値（R1） 8.0% 評価 Ｄ 達成率 17.9% 

達成度が低

い理由 

計画期間中、委員の全部又は一部改選の機会が度々あり、その都度、

女性委員の推薦について依頼してきたが、多くの関係機関等で女性

委員の推薦が難しい状況であるため。 
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施策 高齢者、障がい者等が家庭や地域で安心して暮らせる社会基盤の構築 

主な取組 複合的な課題を抱えた世帯の支援 

内容 

相談支援包括化推進員を配置し、その推進員を中心に、保健師、社会

福祉士が相談支援チームを結成し、複合的な課題を抱えた世帯の相談

支援や訪問対応（アウトリーチ）等を実施する。  

・モデル事業 

平成３０年８月～ 勝賀エリア、香南地区 

令和元年１０月～ 勝賀エリア、香川エリア、牟礼エリア    

平成 30 年度

実績 

平成３０年８月からモデル事業として勝賀エリア・香南地区において、

高松市社会福祉協議会へ委託して、まるごと福祉相談員（相談支援包

括化推進員）による相談支援を実施した。まるごと福祉相談員は、社

会福祉士やケアマネジャー等の福祉専門職で、積極的に地域へ出向き、

アウトリーチ（地域での情報収集・戸別訪問等）を行う。 

・勝賀エリア：相談件数 ３２件、アウトリーチ ２８５件 

・香南地区：相談件数 １３件、アウトリーチ ５８件 

令和元年度

実績 

まるごと福祉相談員（相談支援包括化推進員）による相談支援を牟礼・

香川エリアでも、令和元年１０月から実施した。 

・勝賀エリア：相談件数 ６６件、アウトリーチ ４１６件 

・香川エリア：相談件数 ３７件、アウトリーチ １４８件 

・牟礼エリア：相談件数 ２６件、アウトリーチ １６８件 

地域力強化推進事業として勝賀総合センターへつながる福祉相談窓口

を設置した。 

・令和２年２月１７日～勝賀総合センター（１か所）：相談件数１８件 

担当課 健康福祉総務課地域共生社会推進室 

 


